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の行為となる。たとえば、メール、スケジュール、連絡先、位置情報等を ID とパスワードを盗んだ第 3 者に見られる可
能性があり、ストーカー行為に利用されることがある。
これらの様子が、デモンストレイションされた。
（3）対策および質疑応答のまとめ
子どもが被害に会わないようにするためには、親に対策を理解してもらうことは重要である。スマホの特徴として、自
分で不正なアプリをダウンロードしなければ、被害に会わない。　子どもを保護するためには、ペアレンタル・コントロー
ルを使って、親がアクセス制限をしたり、子どもがアプリをインストールしようとすると親に承認を求める設定にしたり
するのは有効である。
クラウドを利用する場合、ID とパスワードの管理がまず重要である。被害の拡大を予防するためには、特に、パスワー
ドの使い回しを避ける必要がある。
また、ユーザーに落ち度がなく、サービスサイトが攻撃されて、情報が盗られることが実際に起きている。
このような事態を想定すると、まず、ユーザー側が、情報を保存する際に、そこに情報を保存してよいのかを考えるこ
とが大事である。情報の重要度は人それぞれ異なるので、その情報が知られた場合何が起こるのかを考えなくてはならな
い。
サービス提供側が、セキュリティ対策を確実に行うこと、公的機関が、セキュリティ対策の基準を設け、その基準を充
足するサービス提供側を公表するシステムを検討することも重要だと思われる。
